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要旨  

論文の主題は「災害対策」である。 

地震等の災害時には、水道管が破裂し、断水等の問題が起きる。近年水道の民営化が進めら

れているが、「民営化」は、利益追求というイメージがあり、災害対策は後手に回されたり、

見落とされたりするという懸念がある。 

 本研究は、危機管理や災害対策の視点から、水道民営化による災害対策への影響について

考察する。民営化については、政治や経済の観点から考察する研究は多数存在するが、ここ

では、主に災害に関する官民連携や責任分担について考察する。 

最も重要な点は、災害対策や危機管理というものは、地方自治体が最終的な責任を持つもの

であり、その意味するところは、官民の協力体制が不可欠である。互いの責任逃れがなく、

万事において水が使えるようにするとの観点から、新たな制度等の提案をするものである。 


